
1・２・３ ４・５・６ ７・８・９ 13 14 15 16 17 18 一般 合計回数

日笠4 中村8  西尾5  黒崎1 内藤10 国里8 佐々木可 瀧本武5 畑瀬9

細野9 　 足立5 12 瀧本雄4

吉本10 高津6 

中西7

細野25 三浦12 内藤11 清野12 越後 5 65

細野 2 西尾 1 菅田1 榊原1 青木3 井上 1 青山3 神澤1

横井1 長竹2 浅間 1 国里 1 在間 2 高津8

柳川瀬1 植村 2 綿谷 2 水島2 戸田3 48
内藤1 廣澤1 水野 2 山田智1

吉本4 水上1

細野1 栗田2 多賀2  井上1 青山2 神澤1 永野3

菅田2  国里2 水野2 高津3 廣瀬2

 吉本 2 田路2 32
戸田2

中屋3

細野 22 22

植村6

山田和2

28 20 22 42 59 15

2 1 1 5 4 5 6 11 4 1 46

0 0 0 3 3 3 4 5 1 1 22

80 11 7 45 31 23 27 35 5 303
5 1 2 3 4 4 6 9 1 44

活動延回数 63

わ・須磨区会だより ２１号  （裏面）　　　　２０１５．１．２０.

特養行事手伝い
（名谷すみれ苑）

高齢者リハビリ俳句

朗読・紙芝居など
（希望の家など）

8 6

特養

外出行事付添い
（名谷すみれ苑）

障害中学生
トライやるウィーク

支援
（青陽須磨支援校）

会員ＳＣ卒業期

大西か5

大西義5

２０１４年　地域貢献活動実績

地域への貢献
◆昨年、どこの活動先で、だれが、何回活動したか、下表に
まとめました。
◆総括すると参加メンバーは46人、延べ回数は297回で、
前年の44人、延べ303回よりやや少なくなりました。
なお、メンバーのほぼ半数は女性で、この割合は前年と変わ
りません。
◆区会の会員数221人（2014年５月現在）のうち「地域活
動」参加者は１/５です。比較的限られた「リピーター」が主
に活動しているわけです。できればもっと広く参加してほし
いと思います。
◆傾向的には入会の年が新しい方ほど多く参加しています。
昨年の主力は17期生でした。比べて18期生の少なさが目立
つ形となりました。
◆活動先では「特養・名谷すみれ苑の外出行事の付添い」が
25人、延べ48回と、一昨年の15人、延べ24回より大幅に
増えました。当初対応が困難と思われた要請に、幸いにも多
くの方の参加が得られた結果です。
◆初めての機会だった「名谷すみれ苑行事（夏まつり）手伝
い」は十分な対応ができませんでした。
◆前年まで継続していた「神戸大学医学部保健学科の老人ア
セスメント実習の老人役ボランティア」の要請はありません
でした。理由は不明ですが毎年10人前後の会員が参加し、や
りがいを感じていただけに残念で、復活が望まれます。
◆一昨年まで続けた、緑友会白川台ホームの宿直は参加者が
引退した後、後継者が現れないままになりました。
◆参加者をプレイヤーとすると、そのほかの会員は〈会費で
寄与している〉間接的なサポーターということになります。
地域活動には特別難しい資格条件はありません。サポーター
にとどまらず、できれば１年に１回だけでもプレイヤーを経
験してみていただきたいと念じています。

113

70 116
5 297

吉本1 杉原1

6

8

国里1

関わったメンバー

女性（内数）

須磨海岸清掃

植村6

9
39

特養浴後ケア
（サニーライフ白川）

活動延回数

[参考]　２０１３年の実績

２０１４年の区会活動を振り返って

◆昨年の区会活動に参加していただいた皆さまに厚くお礼
を申し上げます。
◆区会活動には二つの方向性があります。一つは「会員の
つながり」もう一つは「地域への貢献」です。前者は「内
向き」後者は「外向き」の活動と言い換えることもできま
す。それぞれについて振り返ってみます。

会員のつながり
◆主な活動は２つ、《区会だより》の配布と《ウォークラ
リー大会》でした。《区会だより》は４回（17～20号）
配布しました。
◆19号には、どこの地域ブロックに、だれとだれがいる
か、全会員の分布表を掲載しました。同じブロックの会員
を知りあうことは、つながりの第一歩だからです。
◆20号には、どんな区会活動があり、だれが関わっている
かを表にまとめて掲載しました。区会活動の全体像をつか
んでもらうためです。
◆会計については、内訳を掲載しました。区会活動は会員
が納める〈わ〉年会費のうち区会に配分される《＠\400
×会員数＝活動助成金》によって支えられており、報告の
義務があるからです。ちなみに年度始めの活動資金は、前
期の繰越し\192,132を含め\280,532でした。この中か
ら約９万円を年度内に支出する見込みです。
◆以上は全会員に知っておいてもらいたい基本的なデータ
です。今後とも節目ごとに掲載します。
◆《区会だより》の発行は３か月毎です。時々のトピック
スやタイムリーな情報は提供できません。これを補うため
「お知らせメール」を配信しておりますが、カバー率は会
員の58％に留まっています。
◆《ウォークラリー大会》については本紙別項の報告のと
おりです。

関わったメンバー

7

2

29

3

ふれあい喫茶
（故郷の家など）

10・11・12


